
 

平成 24 年 5 月 31 日 

各 位 

会 社 名 ア シ ッ ク ス 商 事 株 式 会 社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 眞木 秀樹 

（ コード番号 9814 東・大証第 2 部 ） 

問合せ先 管理本部経理部長 大原 正博 

（ 電 話 ： 078-795-2000 ） 

 

支配株主等に関する事項について 

 

 当社の親会社である株式会社アシックスについて、支配株主等に関する事項は、以下のとおりとなりますので、お知らせいたし

ます。 

 

(1) 親会社、支配株主（親会社を除く。）又はその他の関係会社の商号等 

（平成 24 年 3 月 31 日現在） 

名 称 属 性 
議決権所有割合（％） 発行する株券が上場されている 

金融商品取引所等 直接所有分 合算対象分 計 

株式会社アシックス 親会社 54.7 2.5 57.2 
株式会社東京証券取引所市場第一部 

株式会社大阪証券取引所市場第一部 

 

(2) 親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等との関係 

株式会社アシックスによる当社株式の議決権保有割合は 54.7％（間接保有分を含む場合、57.2％）であります。 

 親会社等の企業グループにおける当社の位置付けは、株式会社アシックスが行うスポーツ用品全般にわたる事業のうち、当社

はスポーツシューズの事業分野において、シューズ専門店等の一般履物ルートでの販売を担当しております。 

 

 株式会社アシックスと当社は、資本・業務提携契約を締結し、以下の内容について合意しており、かかる合意が当社グループ

及びアシックスグループの企業価値向上に有用なものと考えております。 

①資本提携 

 (ⅰ) 両社相互の経営及び事業の独立性については維持・尊重していく合意をしております。 

②業務提携 

(ⅰ) 経営資源の効率化と事業の棲み分けによる商品力強化 

(ⅱ) ＴＩＧＯＮ事業の強化を目的として国内市場において新たにスポーツルートへ販売を開始 

(ⅲ) キッズ・ジュニアスポーツシューズのグローバルな事業の拡大 

(ⅳ) 両社共同で新業態の開発、小売市場への展開 

(ⅴ) 生産効率の向上と生産コスト削減 

(ⅵ) アシックススポーツ工学研究所の活用による付加価値向上による商品の差別化 

(ⅶ) ビジネスシステム共有による合理化、コスト削減 

 

以上、両社各々が強みとする商品群で、競争力・商品力のある商品開発を行い、相互の販売ルートを活用することで、アシッ

クスグループの更なる売上の拡大が見込まれ、アシックスグループとしての企業価値の向上に繋がるものと考えております。 

 

役員の兼務の状況 

役職 氏名 親会社での役職 就任理由 

取締役 和田 清美 取締役会長 
企業経営の豊富な経験と幅広い見識を当社経営に活

かしていただけるため 

 



(3) 支配株主等との取引に関する事項 

株式会社アシックスとの取引（平成 24 年 3 月期） 

属 性 
会社等の 

名称（住所） 

資本金 

（百万円） 

事業の 

内容 
関係内容 取引の内容 

取引金額 

（千円） 
科 目 

期末残高

（千円） 

親会社 株式会社 

アシックス 

（神戸市 

中央区） 

23,972 各種スポーツ

用品および各

種レジャー用

品の製造およ

び販売 

当社商品、資材

の 販 売 及 び 株

式会社アシック

スの商品、資材

の購入、役員の

兼任 

スポーツ用資

材及びシュー

ズの販売及び

購入 

売上取引 

490,253 

 

売掛金 156,869

仕入取引 

958,192 

 

買掛金 86,613

商標使用料の

支払 
110,245 未払金 55,315

共同企画開発

契約に基づく

受取手数料 

業務受託 

手数料 

128,646 

 

未収入金 13,547

 

（注）１．上記取引金額には消費税等は含まず、期末残高には消費税等を含んでおります。 

   ２．取引条件及び取引条件の決定方針等 

    a.スポーツ用資材及びシューズの販売および購入については、一般取引先と同様、市場価格をもとに合理的に決定して

おります。 

b.商標使用料の支払については、商標使用許諾契約に基づいております。 

    c.共同企画開発契約に基づく手数料の受取については、共同企画開発契約に伴う覚書に基づいて金額を決定しておりま

す。 

 

(4) 支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 

  当社とアシックスグループとは、事業分野の棲み分けと商品の企画開発の独自性により、営業上の独立性を確保していく方

針であります。 

  当社では、シューズ商品に関しては、株式会社アシックスの商標権使用商品も含め、市場調査、研究開発、デザインの企画、

開発、生産に至るまですべて当社独自で行っており、株式会社アシックスへ依存している状況はありません。 

  また、営業取引にあたっては、概ね一般取引先と同様の取引条件で取引しており、一定の独立性は確保されているものと考

えております。 

  以上のように、親会社との取引にあたっては、一定の独立性を確保することにより、少数株主の保護に配慮して行っておりま

す。 

以 上 

 


